
令
和
八
年
九
月
の
行
事
予
定

例
会
講
演

「
生
前
整
理
と
、

片
付
け
実
践
講
座
」

講
師

宇
野

恭
子
氏

講
師
は
、
（
株
）
ふ
く
い
整

理
収
納
サ
ー
ビ
ス
の
代
表
で
、

整
理
収
納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
一
級

を
保
有
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
講

演
内
容
は
、
元
気
な
う
ち
に
始

め
る
こ
と
が
大
切
、
必
要
な
物
、

手
放
す
物
、
迷
う
物
の
分
け
方
、

捨
て
ら
れ
な
い
気
持
ち
へ
の
対

処
、
衣
類
、
書
類
、
写
真
、
思

い
出
の
品
な
ど
の
整
理
方
法
な

ど
、
延
べ
三
千
時
間
以
上
の
現

場
経
験
を
も
と
に
、
片
付
け
の

大
切
さ
と
具
体
的
な
取
り
か
か

り
方
を
、
話
し
て
い
た
だ
け
ま

す
。

映
画
鑑
賞
会

九
月
一
日
（
火
）
の
洋
画
は
、

｢

巴
里
の
ア
メ
リ
カ
人
」
。
パ

リ
で
画
家
を
目
指
す
ア
メ
リ
カ

青
年
と
、
美
し
い
フ
ラ
ン
ス
女

性
の
恋
を
描
い
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
映
画
で
、
ジ
ー
ン
・
ケ
リ
ー

の
華
麗
な
踊
り
と
、
ガ
ー
シ
ュ

ウ
ィ
ン
の
名
曲
、
色
彩
豊
か
な

映
像
が
魅
力
の
名
作
で
す
。

主
宰
佐
々
木
晃
一

九
月
十
五
日
（
火
）
の
邦
画
は
、

「
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
」
。

刑
期
を
終
え
た
勇
作
が
、
偶
然

出
会
っ
た
若
者
二
人
と
北
海
道

を
旅
し
な
が
ら
、
妻
の
も
と
へ

向
か
い
ま
す
。
黄
色
い
ハ
ン
カ

チ
に
託
さ
れ
た
夫
婦
の
愛
と
再

出
発
を
、
高
倉
健
ら
の
名
演
と

美
し
い
映
像
で
描
く
、
山
田
洋

次
監
督
の
感
動
作
で
す
。

主
宰
吉
岡
芳
夫

世
界
遺
産
を
観
る
会

主
宰

松
島

成
美

チ
ェ
コ
の
「
チ
ェ
ス
キ
ー
・

ク
ル
ム
ロ
フ
」
（
図
左
上
）
は
、

中
世
の
街
並
み
と
壮
麗
な
城
が

残
る
、
絵
本
の
よ
う
に
美
し
い

町
で
す
。
ギ
リ
シ
ャ
の
天
空
の

修
道
院
メ
テ
オ
ラ
（
左
下
）
は
、

奇
岩
の
頂
に
修
道
院
が
建
つ
、

自
然
の
造
形
と
信
仰
が
生
ん
だ

神
秘
的
な
世
界
遺
産
で
す
。

知
っ
て
楽
し
い
世
界
史
の
会

主
宰

酒
井

慎
夫

第
四
回
は
、
「
第
五
次
中
東

戦
争
へ

何
故
イ
ラ
ン
と
イ
ス

ラ
エ
ル
は
戦
う
の
か
」
を
取
り

あ
げ
ま
す
。
一
九
七
九
年
の
イ

ラ
ン
革
命
以
後
、
イ
ラ
ン
は
イ

ス
ラ
エ
ル
を
敵
視
す
る
よ
う
に

な
り
、
ま
た
イ
ラ
ン
は
、
ハ
マ

ス
や
ヒ
ズ
ボ
ラ
な
ど
反
イ
ス
ラ

エ
ル
武
装
組
織
を
支
援
し
て
き

ま
し
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
は
、
イ

ラ
ン
の
核
兵
器
開
発
を
国
家
存

亡
の
脅
威
と
考
え
て
い
ま
す
。

易
し
い
科
学
の
話

地
震
は
な
ぜ
突
然
起
こ
る
の
か
？

講
師

吉
岡

芳
夫

突
然
、
大
地
が
揺
れ
る
地
震
。

そ
の
正
体
は
何
で
し
ょ
う
か
。

プ
レ
ー
ト
や
活
断
層
、
地
震
波

の
仕
組
み
を
図
や
映
像
で
や
さ

し
く
解
説
し
ま
す
。
地
震
は
予

知
で
き
る
の
か
、
南
海
ト
ラ
フ

地
震
は
ど
う
な
る
の
か
。
知
っ

て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
「
地

震
の
不
思
議
」
を
一
緒
に
学
び

ま
し
ょ
う
。

パ
ソ
コ
ン
教
室

講
師

吉
岡

芳
夫

ス
マ
ホ
の
写
真
を
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
で
紹
介
。
ポ
ス
タ
ー
の

作
成
も
。
発
表
会
で
、
生
成
Å

Ｉ
を
実
践
。
そ
の
方
法
を
学
び

ま
し
ょ
う
。

写
真
ク
ラ
ブ主

宰

吉
岡

芳
夫

秋
を
感
じ
さ
せ
る
写
真
を
撮
っ

て
紹
介
し
あ
い
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
十
月
の
発
表
会
で
紹
介
す

る
サ
ー
ク
ル
活
動
の
ビ
デ
オ
撮

影
や
編
集
も
行
い
ま
す
、
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幸福の黄色いハンカチ

巴里のアメリカ人

チェスキー。クルムロフ

天空の修道院メテオラ

レ
ベ
ル
五
の
大
雨
特
別

警
報
、
嶺
北
各
地
で
水

害
発
生

数
日
前
に
、
線
状
降

水
帯
に
よ
る
豪
雨
が
、

富
山
や
石
川
県
を
襲
っ

て
い
た
の
に
、
福
井
は

降
雨
不
足
の
状
態
で
し

た
。
そ
れ
が
、
八
月
二

十
九
日
夜
か
ら
大
雨
が

降
り
始
め
、
福
井
市
で

は
、
三
十
日
午
前
二
時

前
に
突
然
ス
マ
ホ
が
鳴

り
響
き
、
レ
ベ
ル
四
の

大
雨
警
報
、
四
時
半
に

は
、
福
井
市
、
大
野
市
、

勝
山
市
の
三
市
に
危
険

度
が
最
も
高
い
レ
ベ
ル
五
の
大

雨
特
別
警
報
の
発
令
を
知
ら
さ

れ
ま
し
た
。
大
野
、
勝
山
、
坂

井
市
な
ど
で
は
、
深
刻
な
浸
水

被
害
が
発
生
し
、
福
井
市
で
も
、

幹
線
道
路
が
通
行
止
め
に
な
る

ほ
ど
の
豪
雨
で
し
た
。
特
別
警

報
も
三
十
日
の
後
に
は
解
除
さ

れ
、
午
後
に
は
晴
れ
間
が
戻
っ

て
き
ま
し
た
。
比
較
的
短
時
間

だ
っ
た
こ
と
は
不
幸
中
の
幸
い

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

当
会
の
会
員
に
も
、
被
害
に
遭

わ
れ
た
方
が
お
ら
れ
る
の
で
な

い
か
と
心
配
し
て
い
ま
す
。
被

害
に
遭
わ
れ
た
す
べ
て
の
方
々

に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。

尚
、
サ
ー
ク
ル
活

動
は
、
三
十
一
日
（
月
）
か
ら
、

通
常
ど
う
り
行
わ
れ
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
活
動
発
表
会
は

い
よ
い
よ
来
月
で
す

高
齢
者
に
生
き
甲
斐
を
感
じ

さ
せ
る
居
場
所
の
提
供
を
目
指

す
当
会
が
、
よ
り
多
く
の
方
々

に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
二
十
七
も
あ
る
サ
ー
ク
ル

活
動
を
、
一
挙
に
紹
介
す
る
発

表
会
を
、
十
月
十
八
日
（
日
）

の
正
午
か
ら
、
ア
オ
ッ
サ
六
階

の
レ
ク
ル
ー
ム
Ａ
、
Ｂ
で
開
催

し
ま
す
。

開
場
は
十
一
時
半
、
開
会
は

正
午
で
、
最
初
の
一
時
間
は
、

全
サ
ー
ク
ル
の
活
動
を
ポ
ス
タ
ー

に
し
た
パ
ネ
ル
展
示
や
、
動
画

で
サ
ー
ク
ル
活
動
の
模
様
を
、

繰
り
返
し
大
き
な
ス
ク
リ
ー
ン

に
投
影
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら

に
、
話
題
の
Å
Ｉ
に
つ
い
て
は
、

画
像
や
音
楽
の
生
成
を
実
際
に

体
験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
や
、
セ

ル
フ
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
で
、
ア
イ

ス
コ
︱
ヒ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
も
行

い
ま
す
。
そ
し
て
、
午
後
一
時

か
ら
は
、
本
格
的
な
ス
テ
ー
ジ

で
の
発
表
を
始
め
ま
す
。
合
唱

サ
ー
ク
ル
、
芸
能
ク
ラ
ブ
、
カ

ラ
オ
ケ
の
サ
ー
ク
ル
は
そ
れ
ぞ

れ
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発

表
し
ま
す
、
こ
と
の
は
朗
読
会
、

映
画
鑑
賞
会
、
世
界
遺
産
を
観

る
会
、
易
し
い
科
学
の
話
、
写

真
ク
ラ
ブ
、
ネ
ッ
ト
世
界
旅
行
、

楽
し
い
世
界
史
な
ど
の
サ
ー
ク

ル
は
、
そ
れ
ぞ
れ
サ
ー
ク
ル
の

活
動
内
容
を
八
分
ほ
ど
、
映
像

を
つ
か
っ
て
紹
介
し
ま
す
。
最

後
に
は
、
福
井
い
き
い
き
会
の

歌
を
み
ん
な
で
歌
っ
て
、
四
時

半
ご
ろ
終
了
の
予
定
で
す
。

こ
の
発
表
会
が
よ
り
多
く
の

方
々
の
当
会
へ
の
参
加
の
き
っ

か
け
に
な
る
よ
う
願
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
会
員
の
皆
様
に
楽

し
ん
で
た
だ
け
る
発
表
会
に
な

る
よ
う
、
実
行
委
員
会
が
精
力

的
に
準
備
を
続
け
て
い
ま
す
。

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

例
会
講
演
の
概
要

「
ユ
ダ
ヤ
人
と

日
本
人
と
の
関
連
随
想
」

講
師

当
会
顧
問

酒
井

慎
夫
氏

講
師
の
酒
井
慎
夫
氏
は
、
日

頃
か
ら
ユ
ダ
ヤ
人
が
特
に
金
融

面
で
日
本
人
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る
と
考
え
て
お
ら
れ
、

そ
の
こ
と
を
、
近
代
史
、
科
学
、

経
済
、
金
融
な
ど
幅
広
い
観
点

か
ら
、
関
連
随
想
と
し
て
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

両
者
の
関
係
は
三
千
年
前
か

ら
続
く
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す

が
、
講
演
で
は
、
本
格
的
に
相

互
関
係
が
深
ま
っ
た
の
は
、
日

清
・
日
露
戦
争
の
こ
ろ
か
ら
だ

と
話
さ
れ
ま
し
た
。
実
際
に
日

露
戦
争
で
、
日
本
が
必
要
と
し

た
巨
額
の
戦
費
は
、
米
国
の
ユ

ダ
ヤ
系
金
融
家
ジ
ェ
イ
コ
ブ
・

シ
フ
が
率
い
る
ク
ー
ン
・
ロ
ー

ブ
商
会
が
、
日
本
の
外
債
募
集

に
力
を
貸
す
方
法
で
調
達
し
た

そ
う
で
す
。
昭
和
初
期
に
は
、

後
に
「
命
の
ビ
ザ
」
で
知
ら
れ

る
杉
原
千
畝
が
、
満
州
国
が
ソ

連
か
ら
北
満
鉄
道
を
、
安
価
で

獲
得
し
た
交
渉
に
通
訳
と
し
て

関
わ
っ
た
事
を
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。リ

ト
ア
ニ
ア
の
領
事
代
理
だ
っ

た
杉
原
は
、
一
九
四
〇
年
、
ナ

チ
ス
の
迫
害
か
ら
逃
れ
よ
う
と

す
る
多
く
の
ユ
ダ
ヤ
人
に
、
規

則
と
人
道
の
間
で
苦
悩
し
な
が

ら
も
、
日
本
通
過
の
た
め
の
命

の
ビ
ザ
（
査
証
）
を
発
給
し
た

事
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

杉
原
の
人
命
を
優
先
し
た
行
動

に
よ
り
、
避
難
民
は
シ
ベ
リ
ア
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鉄
道
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
、

敦
賀
港
、
神
戸
な
ど
を
経
て
海

外
へ
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
中
に
、
ユ
ダ
ヤ
人
の

科
学
者
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が

い
た
そ
う
で
す
。
ア
イ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
は
、
光
電
効
果
の
研
究

で
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
が
、
特
殊
相
対
性
理
論
で
も

大
き
な
成
果
を
上
げ
ま
し
た
。

一
方
す
べ
て
の
原
子
の
中
心
に

あ
る
原
子
核
は
中
間
子
の
作
用

に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
理
論
的
に
予
言
し
、
日
本
人

初
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た

湯
川
秀
樹
博
士
は
、
ア
イ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
と
親
交
が
あ
っ
た
そ
う

で
す
。
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
世
界
の

国
々
に
分
散
し
て
住
ん
で
い
る

事
や
、
米
国
の
政
治
、
経
済
、

科
学
、
映
画
な
ど
の
分
野
で
多

く
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
活
躍
し
て
い

る
こ
と
も
、
一
覧
表
に
し
て
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

後
半
で
は
、
藤
田
田
氏
の
著

書
『
ユ
ダ
ヤ
の
商
法
』
に
あ
る

「
七
八
対
二
二
の
法
則
」
に
触

れ
て
、
そ
れ
は
、
自
然
界
や
実

社
会
に
見
ら
れ
る
無
駄
と
利
益

の
比
率
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
と
解
説

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
日
本

の
株
式
市
場
は
、
外
国
人
投
資

家
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
い

る
の
で
、
投
資
に
よ
り
金
融
資

産
を
増
や
す
た
め
に
は
、
米
国

の
ダ
ウ
平
均
、
ナ
ス
ダ
ッ
ク
指

数
、
Ｃ
Ｍ
Ｅ
な
ど
と
海
外
市
場

の
動
き
を
知
る
こ
と
が
重
要
だ

と
説
明
さ
れ
、
講
師
が
主
宰
す

る
有
望
投
資
銘
柄
討
論
会
で
詳

し
く
指
導
で
き
る
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

酒
井
氏
は
、
病
気
治
療
中
で

体
調
が
不
十
分
の
中
で
、
気
力

を
振
り
絞
っ
て
の
講
演
で
し
た
。

や
や
難
解
な
面
も
あ
り
ま
し
た

が
、
世
界
に
広
が
る
ユ
ダ
ヤ
人

が
、
特
に
経
済
面
で
日
本
に
も

大
き
な
影
響
与
え
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
講
演
で
し
た
。

文
責

吉
岡

芳
夫

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ

竹
馬
の
友
と
京
都
散
策

今
川

裕
一

先
日
、
古
い
友
人
と
京
都
の

街
を
散
歩
し
ま
し
た
。
友
人
と

は
小
学
校
入
学
か
ら
四
年
間
一

緒
で
し
た
。
八
幡
山
裾
の
豊

(

み
の
り)

小
学
校
で
す
。
昭
和

二
十
六
年
入
学
、
未
だ
貧
し
い

時
代
で
す
。
担
任
の
先
生
、
仲

良
し
の
友
人
、
初
め
て
の
経
験

で
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

二
人
は
そ
の
後
そ
れ
ぞ
れ
の

道
を
歩
み
、
会
う
事
は
有
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
学
生
時
代
、
社

会
人
を
経
験
し
、
偶
々(

た
ま

た
ま)

七
十
年
後
に
再
会
し
ま

し
た
。
共
通
の
友
人
の
紹
介
で

す
。
古
来
稀
な
歳
を
過
ぎ
、
こ

の
言
葉
、
本
当
に
二
人
共
実
感

し
ま
し
た
。
時
々
お
酒
を
飲
み

な
が
ら
話
を
す
る
中
、
古
い
話

に
花
が
咲
き
今
は
時
効
と
ば
か

り
、
全
て
を
吐
き
出
し
そ
の
時

代
に
舞
戻
り
、
驚
い
た
話
が
幾

つ
か
出
て
来
て
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。

話
題
が
幾
つ
か
有
り
、
そ
の

一
つ
が
小
学
時
代
の
友
人
の
一

人
と
、
彼
は
中
学
で
、
私
は
高

校
で
そ
れ
ぞ
れ
に
仲
良
く
付
き

合
い
、
青
春
時
代
を
謳
歌
し
ま

し
た
。
色
々
な
出
来
事
に
出
会

い
悩
み
、
半
世
紀
を
超
え
、
そ

の
事
が
強
烈
な
思
い
出
話
に
な

り
、
酒
を
飲
み
話
に
酔
い
ま
し

た
。
も
う
一
つ
偶
然
の
事
で
す

が
、
二
人
共
、
同
時
期
に
福
井

を
離
れ
京
都
に
住
み
ま
し
た
。

偶
々(

た
ま
た
ま)

市
内
の
ご
く

近
い
距
離
で
し
た
。
思
い
出
も

色
々
重
な
り
ま
し
た
。
初
め
て

実
家
を
離
れ
て
の
生
活
、
古
い

都
、
大
き
な
街
で
唯
一
人
、
共

に
同
じ
様
な
体
験
、
経
験
、

「
い
つ
か
二
人
で
京
都
を
歩
こ

う
」
、
酒
の
席
で
の
話
が
急
に

進
み
、
二
日
間
の
市
内
散
策
と

な
り
ま
し
た
。

歩
く
事
三
万
歩
余
り
、
本
人

も
驚
き
、
私
は
堺
市
の
家
か
ら

で
、
近
年
で
は
最
長
の
距
離
で

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
の

感
傷
に
浸
り
、
現
実
の
事
は
忘

れ
去
り
、
遠
い
昔
に
舞
い
戻
り

ま
し
た
。

さ
て
、
市
内
散
策
の
話
で
す
。

当
日
、
四
条
河
原
町
で
待
合
せ
、

男
二
人
（
色
気
の
無
い
話
で
）
、

八
坂
神
社
を
目
指
し
、
ぶ
ら
ぶ

ら
と
懐
か
し
い
街
並
み
を
眺
め

て
歩
き
ま
し
た
。
お
店
や
商
品

は
昔
と
全
く
変
り
、
行
き
交
う

人
々
は
国
際
色
豊
か
、
知
っ
た

店
、
入
っ
た
映
画
館
が
幾
つ
か

目
に
付
き
ま
し
た
。
一
力(

い

ち
り
き)

（
忠
臣
蔵
で
有
名
な

茶
屋
）
を
横
に
眺
め
な
が
ら
梅

小
路
を
過
ぎ
、
八
坂
神
社
の
階

段
を
登
り
、
上
が
り
切
れ
ば
昔

と
同
じ
景
色
。
二
人
ほ
っ
と
し

て
昔
に
戻
り
ま
し
た
。
同
床
異

夢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
と

六
十
年
前
の
世
界
が
一
つ
に
な

り
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
の
境
地
と

言
う
か
自
分
独
自
の
世
界
に
入

り
、
二
人
気
兼
ね
無
く
友
の
事

は
忘
れ
、
気
が
付
け
ば
「
寧
々

(

ね
ね)

の
道
」
を
歩
い
て
い
ま

し
た
。
着
物
姿
、
浴
衣
姿
の
外

国
の
人
、
人
、
人
、
又
や
現
代

に
舞
い
戻
り
ま
し
た
。
左
に
東

山
を
眺
め
な
が
ら
歩
き
、
や
っ

と
着
い
た
清
水
寺
の
坂
道
、
左

右
に
見
慣
れ
た
お
店
が
並
び
、

五
重
塔
、
清
水
の
舞
台
、
滝
と
、

良
く
見
慣
れ
た
景
色
を
眺
め
、

坂
を
下
っ
て
五
条
に
出
ま
し
た
。

そ
の
ま
ま
北
に
歩
き
、
健
仁

寺
（
風
神
雷
神
図
で
有
名
）
を

抜
け
、
我
々
に
は
あ
ま
り
馴
染

み
の
無
い
祇
園
の
茶
屋
街
に
着

き
ま
し
た
。
白
川
（
祇
園
の
中

の
）
を
過
ぎ
、
新
京
極
を
横
切

り
ま
し
た
。
新
京
極
を
通
リ
抜

け
、
錦
市
場
の
通
り
に
入
り
ま

し
た
。
昔
の
面
影
は
無
く
全
く

新
し
い
現
代
の
新
錦
市
場
に
変

わ
っ
て
、
殆
ど
の
お
店
で
持
ち

帰
り
販
売
で
は
無
く
、
全
て
の

食
べ
物
が
串
に
刺
し
て
あ
り
、

食
べ
歩
き
用
で
す
。
フ
ァ
ス
ト

フ
ー
ド
、
外
国
の
人
で
子
供
も

大
人
も
老
若
男
女
、
実
に
楽
し

そ
う
に
。
千
年
の
古
都
に
居
る

様
に
は
？
？
一
杯
飲
め
そ
う
な

居
酒
屋
さ
ん
も
あ
り
ま
す
が
、

入
っ
て
行
く
心
境
に
は
な
れ
ず
、

市
場
を
外
れ
有
名
な
名
勝
、
旧

跡
、
繁
華
街
、
皆
一
様
に
大
い

に
様
変
わ
り
、
時
代
遅
れ
の
老

人
二
人
、
横
道
を
行
き
ま
し
た
。

ポ
ツ
ン
と
一
軒
ご
く
普
通
の

居
酒
屋
が
有
り
、
お
互
い
顔
を

見
合
せ
て
中
に
。
女
性
が
一
人

で
切
り
盛
り
し
て
い
た
カ
ウ
ン

タ
ー
に
座
り
、
ほ
っ
と
し
て
日

本
酒
を
頼
み
古
い
話
を
始
め
ま

し
た
。
お
店
の
人
も
話
を
合
わ

せ
て
く
れ
て
、
我
々
の
古
い
話

で
盛
り
上
が
り
、
二
人
の
世
界

に
酔
い
ま
し
た
。
五
つ
違
い
の

家
内
か
ら
さ
え
も
、
「
又
古
い
、

自
分
の
時
代
の
話
を
出
し
て
」
、

と
子
ど
も
達
の
前
で
怒
ら
れ
る

次
第
で
す
。
常
に
歳
の
事
を
頭

の
奥
に
置
く
事
は
必
要
と
は
思

い
ま
す
が
。

さ
て
、
一
日
目
は
終
わ
り
彼
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は
ホ
テ
ル
に
、
私
は
堺
に
帰
宅
。

二
日
目
は
五
条
東
山
に
向
か
い

西
本
願
寺
の
廟
に
お
参
り
し
て
、

全
体
の
大
き
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

存
在
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、

実
際
に
歩
い
て
体
験
す
る
と
、

見
る
事
は
大
事
と
思
い
ま
し
た
。

北
陸
地
方
は
浄
土
真
宗
の
多
い

所
で
（
私
の
実
家
も
）
、
こ
の

廟
は
何
か
と
縁
の
有
る
所
だ
と

感
じ
ま
し
た
。
京
都
を
離
れ
て

か
ら
何
度
か
、
こ
の
近
辺
は
訪

れ
ま
し
た
が
、
今
回
程
、
新
鮮

に
感
じ
、
又
昔
を
思
い
感
傷
に

浸
る
事
は
、
ま
ず
無
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
私
の
一
方
的
な
思

い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
多
く

の
事
に
共
感
・
共
鳴
出
来
る
友

が
横
に
居
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、

私
は
素
敵
な
時
間
が
持
て
た
と
、

感
謝
し
て
い
ま
す
。
最
後
は
西

本
願
寺
本
殿
、
境
内
を
ゆ
っ
く

り
歩
き
、
色
々
見
て
回
り
ま
し

た
。最

後
に
、
二
人
の
京
都
で
の

思
い
を
詠
ん
だ
短
歌
：

二
万
歩
の
京
都
逍
遥
友
が
き
と

青
春
遥
か
今
蘇
る

寺
岡

弘
文

古
き
友
懐
か
し
い
街
紅
顔
の

共
に
美
少
年
う
き
う
き
歩
く

今
川

裕
一

サ
ー
ク
ル
活
動
の
紹
介

音
楽
鑑
賞
会

主
宰

小
林
久
子

音
楽
鑑
賞
会
は
、
小
林
久
子

相
談
役
が
、
酒
井
慎
夫
顧
問
と

相
談
し
、
鑑
賞
す
る
音
楽
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
決
定
、ℋ

ク
ラ
シ
ッ

ク
音
楽
は
、
酒
井
氏
が
音
源
を

提
供
、
か
つ
曲
を
短
く
解
説
し

ま
す
。
歌
謡
曲
や
抒
情
歌
な
ど

は
参
加
者
の
意
見
も
入
れ
て
、

小
林
さ
ん
が
選
曲
を
し
ま
す
。

以
下
は

九
月
の音

楽
鑑
賞
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

二
胡
ベ
ス
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン(C
D
)

,

姜
建
華

（
ジ
ャ
ン
・
ジ
ェ
ン
ホ
ワ
）

03

Ｇ
線
上
の
ア
リ
ア

ヨハン・セバスチャン・バッハ

04

チ
ャ
ー
チ
ル
・
ダ
ッ
シ
ュ

ブ
イ
ッ
ト
リ
オ
・
モ
ン
テ
ィ

06

夜
来
香黎

錦
光

07

何
日
君
再
来

劉
雪
庵

08

シ
ル
ク
ロ
ー
ド

喜
多
朗

09

草
原
情
歌

中
國
青
海
民
歌

県
の
シ
ニ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援

事
業
に
、
三
団
体
の
活
動
が
認
可

三
団
体
は
、
一
、
福
井
い
き

い
き
会
（
広
報
活
動
）
・
代
表

吉
岡
会
長
、
ニ
、
い
き
い
き
カ

ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
・
代
表
小
林
博

氏
、
三
、
写
真
ク
ラ
ブ
・
代
表

松
村
勇
氏
の
三
つ
で
す
。
認
可

額
は
各
十
万
円
で
、
終
了
は
来

年
ニ
月
で
す
。
三
団
体
の
活
動

は
以
下
の
通
り
で
す
。

一
、
福
井
い
き
い
き
会
（
広
報

活
動
）
は
、
高
齢
者
に
生
き
が

い
の
あ
る
居
場
所
を
提
供
す
る

当
会
の
活
動
、
す
な
わ
ち
主
要

な
サ
ー
ク
ル
活
動
、
毎
月
の
例

会
講
演
、
十
月
の
発
表
会
の
案

内
な
ど
を
、
福
井
新
聞
の
ぷ
り

ん
広
告
や
、
チ
ラ
シ
を
使
っ
て
、

多
く
の
市
民
に
知
っ
て
い
た
だ

く
広
報
活
動
を
行
い
ま
す
。

二
、
い
き
い
き
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ

ブ
は
、
当
会
設
立
当
初
か
ら
の

カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル
を
、
参
加

者
の
費
用
負
担
を
、
劇
的
に
軽

減
し
て
開
催
で
き
る
よ
う
に
す

る
も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
市

中
の
カ
ラ
オ
ケ
ハ
ウ
ス
（
コ
ー

ト
ダ
ジ
ュ
ー
ル
）
で
開
催
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
年
は
、
一
人

千
四
百
円
も
の
参
加
費
用
が
掛

か
る
の
と
、
会
場
に
は
車
で
行

く
こ
と
が
必
要
と
い
う
問
題
が

あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
補
助
金

で
、
ダ
イ
ワ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
の
本
格
的
な
家
庭
用
カ
ラ
オ

ケ
セ
ッ
ト
と
、
カ
ラ
オ
ケ
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
購
入
、
当
会
の
活
動
拠
点

で
あ
る
よ
ろ
ず
茶
屋
で
参
加
費

百
円
で
、
新
曲
を
含
め
、
カ
ラ

オ
ケ
う
た
会
を
開
催
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

三
、
写
真
ク
ラ
ブ
は
、
サ
ー
ク

ル
写
真
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
を

母
体
と
し
て
、
ま
ず
ビ
デ
オ
カ

メ
ラ
を
調
達
し
、
当
会
の
ほ
ぼ

全
サ
ー
ク
ル
の
活
動
状
況
を
紹

介
す
る
動
画
フ
ァ
イ
ル
を
作
成

し
、
十
月
開
催
の
発
表
会
で
紹

介
す
る
事
を
目
指
し
ま
す
。
ま

た
、
毎
月
の
写
真
ク
ラ
ブ
の
例

会
で
、
月
ご
と
に
設
定
す
る
課

題
の
写
真
を
撮
り
、
紹
介
で
き

る
よ
う
に
、
デ
ジ
カ
メ
を
購
入

し
、
ク
ラ
ブ
員
に
貸
与
す
る
も

の
で
す
。

川
柳
同
好
会

八
月
例
会
の
個
人
別
優
秀
句

千
葉
豪
雨
水
の
チ
カ
ラ
の

怖
さ
知
る

吉
田
美
惠
子

年
重
ね
避
暑
地
ば
か
り
を

検
索
し大

久
保
節
子

盆
踊
り
大
野
の
頃
が

懐
か
し
い

上
坂

征
夫

縁
結
び
昔
仲
人

今
ア
プ
リ

井
上

幸
彦

温
暖
化
好
き
な
魚
も

ど
こ
へ
や
ら

尾
野
フ
ミ
子

あ
あ
無
情

断
水
停
電

車
中
泊

澤
村

玲
子

痛
み
取
り
筋
肉
緩
め

消
し
去
る
よ

尾
野

忠
男

お
盆
に
は

我
が
家
の
人
口

四
倍
に

吉
岡

芳
夫

嘘
い
う
な
金
は
天
下
を

廻
ら
な
い高

谷
三
恵
子

シ
ル
バ
ー
も

気
だ
け
は
若
い

盆
踊
り南

部

歳
子

上
見
て
る

ヒ
ラ
メ
議
員
が

世
を
乱
す

小
坂

武
士

皇
室
の

跡
継
ぎ
よ
り
も

我
が
家
だ
よ

山
田

良
彦

会
え
る
か
な
花
束
抱
え

盆
参
り中

野
ふ
さ
ゑ

乗
り
物
に
乗
ら
ず
歩
け
ば

病
気
な
し大

野

勉

「
ア
レ
」
レ
レ
レ
ぼ
け
て
居
る
の
は

自
分
か
も新

田
よ
し
ゑ
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